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直接経費 間接経費 合 計
平成１６年度 円 円 円1,100,000 0 1,100,000
平成１７年度 円 円 円800,000 0 800,000
平成１８年度 円 円 円300,000 0 300,000
総 計 円 円 円2,200,000 0 2,200,000
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化 （ ）ないし「医療化する （ ）というフランス語は比較的新し」 」médicalisation médicaliser
い語であり、たとえば後者の基本的な定義は『プチ・ロベール』仏語辞典では次のように
与えられている。
médicaliser 1970  医療化する （ 頃 「医療の （ ）に由来）、 」 médical
（１）医療の対象にする （ 妊娠を医療対象にする」 ） 人。「 Médicaliser la grossesse — 
を医学に頼らせる （ 田舎の人々を医療化する」 ）。「 Médicaliser la population rurale














































1801 27.8 1901年にフランス人の死亡率は パーミル ‰ であった それが一世紀たった（ ） 。
年には ‰にまで下がっている。これより一層際立つのは小児死亡率であり、 ‰か20.1 190
160 espérance de vie 1801~1810ら ‰へと減少する。女性の誕生時における平均余命（ ）は
年には三六歳であったものが、 年時点では四六歳と十歳も跳ね上がっている。1890~1900
それから 年のフランス大革命以前の世代と第一次世界大戦（ ）以前の世代1789 1914~1919









研究が進められているようである。佐藤哲彦（ 医療化と医療化論 『医療社会学を「 」、










L'ère de la médicali-( )2 Didier Fassin, Avant-propos. Les politiques de la médicalisation in《 》
, sous la direction de P. Aïach et D. Delanoë, Anthropos, 1998, p.5-6 et Olivier Faure,sation
, Belin, 1993, p.6.Les Français et leur médecine au XIXe siècle
3 Jacques Léonard, , Editions Gallimard/Julliard, 1978,( ) La France médicale au XIXe siècle
p.11.











11 1803執政政府はフランス大革命後の混乱した医療行政を立て直すために 共和暦 年、 （
年）の成立時期（風月）にちなんだ通称ヴァントーズ法によって、国家による医師の養成
と管理に関する新たな制度を設けた。
共和暦 年葡萄月 日[ 年 月 日] より何人も本法にて定められる審査に12 1 1803 9 24
合格する者でなければ内科医( )、外科医( )、保健士( )médecin chirurgien officier de santé
（１）の職務を行うことはできない。
後の『ボヴァリー夫人』で例示するように、十九世紀のフランスには博士（ ）と保docteur


















医学校は 年に医学部（ ）と改称される上述した三校のほかに、保健士養成1808 Faculté
école secondaire de médecine 1840 écoleのため準医学校（ ）が── 年から医学予備校(
、 、 、 、préparatoire de médecine 1806)に改称された── 年にトゥルーズ アミアン ブザンソン




































































いる（第二部 章 。7 ）
ところで、 年頃から整形のための外科手術が活気を呈するようになっていた。筋1840
や腱を切って行う、斜視、近視、反足に対する手術である ボヴァリーもまた薬剤師。（７）
オメーの口車に乗せられて流行の反足（ ）術に手を染めている（第二部 章 。pied bot 11 ）
手術の際「これは馬蹄足（ ）だから、一応アキレス腱を切断し、後に改めて内反足équin
























































ジャック・レオナールの調査によると フランス全体では 年に 人に 人、（１１） 1844 1750 1
の割合で医者がいた。しかし当然のことながら地域によってばらつきがある。パリを擁す
るセーヌ県が医者の稠密度においては抜きんでており 人の住民に対し 人の医者、そ662 1
れに対して医者の過疎度が最も高いのはブルターニュ地方のモルビアン県で住民 人5274






これが 年の統計によると、国全体の平均では住民 人当たり 人の医者の割合1881 2537 1
に落ち込んでしまう。実はフランスの人口は 年度の統計で 百万人が 年に1841 34.2 1881
は 百万人に増加しているが、医者の絶対数は下記 ページに記したように ％余37.7 13 20
り減少したからである。その結果、 人以下の住民に対して 人医者がいるのはセー1500 1
ヌ県、ガスコーニュ地方のジェール県、モンペリエを擁するエロー県、ニースを中心とす
るアルプ＝マリティーム県だけに減少している。それと反比例して医者の過疎化地域は増






年には一方の恵まれた地域の数字は、セーヌ県が医者 人に対して住民 人、1886 1 1353
アルプ＝マリティーム県は 人、エロー県 人であったが、他方で過疎化地域はブ1425 1722











1844 1881 1すでに指摘したことだが、十九世紀前半の 年に比べると後半の 年には医者
人あたりで見た住民数の値が増加しているが、その最大の原因は人口増加に対して医者の
絶対数自体が減ったことにある。 年に 人（博士 人、保健士 人）1847 18,099 10,643 7,456
であった医者が、 年には 人（博士 人、保健士 人）へ、 年に1881 14,846 11,643 3,203 1886


























































































墾をしたり空き地を転換したりして、総計 アルパン（約 ヘクタール）の農場を作100 400
り出す。こうした改良と繁栄の第一期五年間は、総じて村の自給体制、社会基盤の整備に
当てられた。その後の第二期は、商業とその周辺産業おこしで、肉屋、食料品屋、しかも






戸数 から 、牛や羊 頭から 頭、人口は から へと 膨れ上137 1900 800 3000 700 2000 」（１９）










































博士が 「神の出現」と見まごうばかりに一同から待ち望まれて登場する 「博士はビシ、 。








































スブールとともに博士輩出数ではパリに比べぶべくもなかった── 年から 年の1803 1814








・パリ市立病院（ 、九世紀の創立、現在の建物は第二帝政期に再建Hôtel-Dieu de Paris）
1866-1878 1 pl. Parvis-Notre-Dame, 4eされた（ 、）
Beaujon 1784 208 rue du Faubourg-Saint-Honoré, 8e・ボージョン（ 、 年創立、）
［ 年から に移転］1934 Clichy, 100 boulevard Général-Leclerc
Cochin 1780 27 rue du Faubourg-Saint-Jacques, 14e・コシャン（ 、 年創立、）






・パリ市立病院（ 、前掲Hôtel-Dieu de Paris）
Laënnec Hospice des Incurables 1871 1633 42 rue・ラエネック 旧名 は 年まで 年創立（ 、 ）、 、
de Sèvres, 7e
Necker 1776 151 rue de Sèvres, 15e・ネッケール（ 、 年創立、）
・コシャン（ 、前掲Cochin）
４．専門臨床：
Enfants-Malades Enfants-Jésus 1614 9 rue de Sèvres,・小児病院 別名 小児科 年創立（ 、 ）〔 〕、 、
15e
Baudelocque 1890 121 boulevard de Port-Royal, 14e・ボードロック（ 〔産科 、 年創立、） 〕
・パリ市立病院（ 〔眼科 、前掲Hôtel-Dieu de Paris） 〕
Saint-Louis 1607 40 rue Bichat, 10e・サン＝ルイ（ 〔皮膚科・梅毒 、 年創立、） 〕
Salpêtrière 1656 47 boulevard de l'Hôpital, 13e・サルペトリエール（ 〔神経科 、 年創立、） 〕
Sainte-Anne 1651 1 rue Cabanis, 14e・サン＝タンヌ（ 〔精神科 、 年創立、） 〕
・ネッケール（ 〔泌尿器科 、前掲Necker） 〕
・ブロカ（ 、旧名の は 年まで 〔婦人科 、 年創立、 年閉Broca Lourcine 1892 1836 1973） 〕




Bichat Bichat-Claude-Bernard 46 rue Henri-Huchard, 18e・ビシャ（ 、正式名称 、）
Lariboisière 1854 2 rue Ambroise-Paré, 10e・ラリボワジエール（ 、 年創立、）
Broussais 96 rue Didot, 14e・ブルセー（ 、）
La Pitié 47 boulevard de l'Hôpital, 13e・ラ・ピティエ（ 、）
パリ郊外の所在だが、よく小説で言及される病院を付け加えておこう。
Bicêtre 1656 Le Kremlin-Bicêtre, 78 rue du Gentilly-Leclerc・ビセートル（ 、 年開設、）
病院名を出したついでに、それに言及している文学作品をすこし挙げておこう。パリ市
立病院についてはいつの時代にも数多くの作品がこれに言及している。そのほかバルザッ
クの『ゴリオ爺さん （ ）で、瀕死の床にあるゴリオを小説の主人公ラスティニャッ』 1834
- 20 -
クとともに看病するビアンションがコシャン病院で内勤研修医をしている。ゴンクール兄
弟の『マネット・サロモン （ ）では、女性の精神神経病患者を収容するところとし』 1867

















・ダルモンの報告では 人の医者の内 万フラン以上の稼ぎ頭は 人程度、それな2500 10 20
りの生活を送れる限度と考えられる年収 フランに達しない医者が ％にのぼり、な8000 60
（３０）かで何人かは暮らしに困る フランにも達しないという3000 。













は、 万フランに上る財産と極上の患者たちをただ引き継げばよかった 年150 1845」。（３１）





































。 『 』（ ）ン稼ぐようになったところである 同じバルザックの以前の作品 ゴリオ爺さん 1834
で登場した、当時コシャン病院の内勤研修医だったビアンションが、今では大臣ポピノ伯
爵の主治医として名声鳴り響き、プーランが一日 フラン手にしたと喜んでいるのに対10












































先の医事に関するヴァントーズ法に引き続いて、同じ年の 年 月に発行した通称1803 4






























































医 （ ）としての資格を認められていた。そうした特権を大いに利用して薬」 propharmacien
剤業で財をなしたという医者の噂が絶えなかったのも事実である。
＜注＞
La France médicale au XIXe( )1 Loi du 19 ventôse an XI, article 1er in Jacques Léonard,
siècle, Op. cit. Histoire sociale de la médecine, p. 70 et Olivier Faure, Annexe in《 》
, Anthropos, 1994, p. 242.( )XVIIIe-XXe sièccle
2 , art. 2.( ) Ibid.
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4 Jacques Léonard, , pp. 72-73.( ) Op. cit.
5 , p.77-79.( ) Ibid.
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- 26 -
7 Olivier Faure, , p.110.( ) Op. cit.
8 Gustave Flauber, , p.181.( ) Op. cit.
9 Jacques Léonard, , p. 73.( ) Op. cit.
10 Gustave Flaubert, , pp. 186-187.( ) Op. cit.
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, Hachette, 1977, p. 48.siècle
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13 Jacques Léonard, , ., p. 15.( ) La France médicale au XIXe siècle Ibid
14 , p.88.( ) Ibid.
15 , pp. 15-16.( ) Ibid.
16 Jacques Léonard, .,( ) La vie quotidienne du médecin de province au XIXe siècle, Ibid
pp.25-26.
Le Médecin de campagne La Comédie humaine IX Etudes de( )17 Honoré de Balzac, , in (
, Bibliothèque de la Pléiade, Gallimard, 1978, p.404.Mœurs: Scènes de la vie de campagne)
なお本書の以下の訳文については、多少の改変を加えた個所を除いて、新庄嘉章・平
岡篤頼訳『田舎医者 （ バルザック全集 第４巻 、東京創元社、昭和 年）を利用』『 』 36
した。
18 , pp.413-415.( ) Ibid.
19 , pp.427.( ) Ibid.
20 Jacques Léonard, ., p.216.( ) La vie quotidienne du médecin de province au XIXe siècle, Ibid
21 Gustave Flaubert, ., p. 83.( ) Ibid
22 , p. 182.( ) Ibid.
Revue d'histoire littéraire( ) 《 》23 Douglas Siler, La Mort d'Emma Bovary: sources médicales ,
, juillet-octobre 1981, pp. 719-746.de la France
24 Mateo Orfila, cité in ., p. 730.( ) Ibid
25 Gustave Flaubert, ., p.326.( ) Op. cit
26 p. 327.( ) Ibid.,
27 Olivier Faure, , ., pp.81-83.( ) Histoire sociale de la médecine XVIIIe-XXe sièccle Ibid( )
28 Pierre Darmon, , Hachette, 1988, p.60.( ) La vie quotidienne du médecin parisien en 1900
29 Jacques Léonard, ., p.107.( ) La vie quotidienne du médecin de province au XIXe siècle, Ibid
30 Pierre Darmon, , , 1988, pp.145-( ) La vie quotidienne du médecin parisien en 1900 Op. cit.
146.
31 Emile Zola, , in II, Bibliothèque de la Pléiade,( ) Une page d'amour Les Rougon-Macquart
なお本書の以下の訳文については、多少の変更を加えた個所をGallimard, 1961, p.811.
2003除き 石井啓子訳 愛の一ページ ゾラ・セレクション 第４巻 藤原書店、 『 』（『 』、 、
- 27 -
年）を利用した。
32 Jacques Léonard, ., p.106.( ) La vie quotidienne du médecin de province au XIXe siècle, Ibid
33 Emile Zola, , ., pp.833-834.( ) Une page d'amour Op. cit
( ) なお本書の以34 Honoré de Balzac, , coll. Classique Garnier, 1974, p. 106.Le Cousin Pons
下の訳文については多少の改変を加えた個所を除いて、水野亮訳『従兄ポンス （岩』
波文庫上下巻、昭和 年版）を利用した。45
( ) プレイアッド（ ）版には章分けはない。章は上記ガルニエ版のものである。35 Pléiade
36 Honoré de Balzac, , , p. 107.( ) Le Cousin Pons Op. cit.
37 , p. 168.( ) Ibid.
38 René Fabre et Georges Dillemann, , coll. Que-sais-je, no.1035,( ) Histoire de la pharmacie
P.U.F., 1963, pp. 62-63.
39 Gustave Flaubert, ., p. 89.( ) Ibid
40 , p. 130.( ) Ibid.

























後、 年には東部カスピ海沿岸一体に拡大して、しばらく小康状態を保った。 年1823 1829
1830 9 1831 4再びカスピ海沿岸地域に再発すると 今度は 年 月にモスクワに侵入する 年、 。
月ポーランドのワルシャワを襲った後、 月にはプロイセンのベルリン、オーストリアの8
ウィーン、さらに西進して 年の 月にはロンドンに現れる。この最初の汎流行1832 2
（ ）の際にフランスで最初にコレラが確認されたのは、英仏海峡に面したカレーpandémie
で、 年 月 日のことであった。パリには 月 日に出現して、六か月の間猛威1832 3 15 3 26
- 29 -
をふるう。このとき、パリの総人口 人に対して 人の犠牲者が出たが、それ645,698 18,406




である。そして 年 月 日になるとパリに姿を現し、九か月間で 人の犠牲者1849 3 7 16,165
を出す。第三回目の流行のきっかけとなるコレラが確認されたのは 年のコペンハー1853
ゲンで、このときはその年の 月にパリがコレラに襲われ、十四か月で 人の死者11 9,219
が出る。この時のフランス全体の死者数は 万人であった 第四回目は 年 月14 1865 5。（３）
にサウジアラビアのメッカで発生が確認されたのを皮切りに、地中海経由で同年 月にマ7
ルセイユに上陸し、プロヴァンスやミディ地方を荒廃させてから、 月 日パリで最初9 23
の患者を生み出す。翌 年の 月までに 人の犠牲者を出し、そこでコレラは収1866 1 6,000
7 1867 1束したかに見えた。しかし 月から西部地方に再燃してまたパリに舞い戻り、 年












ら発したコレラはアラビア半島に 年に達し、その後エジプトを経て（ 年 、ヨ1882 1883 ）
ーロッパには 年に上陸する。フランスでは 年 月に地中海に面した軍港トゥー1884 1884 8
ロンでコレラによる最初の死者が確認される。その後マルセイユ、エクスなどを経て北上




































































「こいつは皮なめし工場の後ろから来た 「持ち物を調べろ 「ピストルを持って」 」



































きく反映する。コレラの犠牲者数を比較すると、前者は 人で死亡率は 人につき5,196 100
































めて 年 月に 地球上からの根絶を宣言されるにいたった病気である。天然痘の描写1980 5



























、 。ピエール・ダルモンによれば フランスでは天然痘大流行の兆しが 年からあった1864
それまで天然痘による死者はフランス全土で年に 人であったのが、 年に1500~2000 1864
なると 人に跳ね上がる。それ以降増加傾向を示して 年には 人に近づき、3290 1868 4000
1869 4000 1870 10年には 人を越してしまう。 年にはいると加速度的に犠牲者が増加し、
11 12 1870月は爆発的な死者数の伸びを記録し、それが 月、 月に頂点に達する。そして
( )年と翌年とで、 万人のコレラによる犠牲者が記録される。20 13




彼の第二帝政は 月 日にあっという間にプロイセンに敗北を喫してしまう。ゾラは『ナ9 4






パリについて天然痘の死者数を見ると、 年の 人から徐々に増えていき、普仏1860 328
戦争前の 年には 人になったのだが、 年に入ると前半だけで一挙に 人1869 723 1870 4000
の死者を記録する。普仏戦争は 年 月に国境線沿いの戦いから最終局面のパリの攻1870 9
囲戦に移っていたから、全国からパリやその周辺に兵士の大群が集まってきていた。その
1870 9 741ため天然痘の流行はさらに猖獗を極める。パリ攻囲が始まった 年 月、死者は
10 1381 11 1816 12 1843 1871 1人 それが 月に 人になり 月 人 月 人と頂点に達し 年の、 、 、 、
月になってようやく峠を越して 人に減少する。そして 月になってやっと攻囲開始1375 2





1801予防法を開発してから 犠牲者を激減させることが可能になった 早速フランスでも、 。
年から牛痘を使用した天然痘予防の専門機関が設けられると、その顕著な効果はすぐに数


































展開された時期に当たる。フランス全土 県のうち半数を超える県が接種率 ％以上を95 50
1826~1830 50記録する しかし初期の熱気は失せて 年がもっとも激しい落ち込みを示し。 、 、
％を越える県、 ％を下まわる県、記録すら取られていない県がそれぞれ三分の一ずつ50
の割合で分布する。ただし 年には記録無しの 県を ％以下の接種率に含め1846~1850 3 50
75 50 1870~1871ても ％の県が ％の実施率を確保している それでも先に見たように、 。（ ）１７




































































































『ボヴァリー夫人』は第二帝政期の作品だが（ 年出版 、同じ第二帝政期の舞台に1857 ）












































結核の病理学史をすこし覗いてみると 「 年から 年にかけてヴィルマン、 1865 1868
（ ）がこの病気の伝染性を明らかにしたにもかかわらず、伝染の証拠までは提1827-1892
出されなかった。 年から 年にかけてその結論がコーンハイム（ 、ドイ1870 1880 1839-1884
ツの微生物学者）とサロモンセン（ 、デンマークの微生物学者）による接種で1847-1924
確認されることになった。だがパリ医学部のペテール教授（ ）は、この病気を1824-1893










































「パストゥーリザシヨン （ 、カイコの微粒子病予防のための早期選別法（ 、」 ） ）1865 1867
ビール酵母分離の成功に基づいた安定したビール製造法（ ）を開発する 「細菌」と1871 。
いう語が初めて公にされた 年に、彼は鶏コレラに対する実験室ワクチンを完成させ1879
る。次いでヒツジを対象にした抗炭疽ワクチンの開発に成功する（ )。豚コレラワク1881
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リドヴィナ （ ）という作品がある。この作品の主人公リドヴィナは、オランダのハ』 1901










































しみであるかのように、第一共和政（ 、第一帝政（ 、王政復古1789~1804 1804~1814） ）









『居酒屋 （ ）の主人公の一人であるクーポーは屋根職人で、屋根から転落した。』 1877
だが妻のジェルヴェーズの手厚い看病のおかげで九死に一生を得た。しかしその後怠け癖
がついて、職場に行くよりも近所の居酒屋に行く回数が多くなり、最終的には酒浸りにな
って、ついにサン タンヌ病院でアルコール中毒のために狂死する 『居酒屋』の最終章= 。
（ ）である十三章に何度も描かれたアルコール中毒症患者が見せる振戦譫妄 delirium tremens
の発作場面は有名であるが、それにはヴァランタン・マニャンの『アルコール中毒、アル















































『 』 、 。この 居酒屋 のための構想でゾラが強調しようとしたのは まず舞台のモンマルトル
















なる者 （ ）である ドニ・プロは労働者を「真の労働者 「労働者 「混成の』 。 」、 」、1870 （１３）
労働者 「単純なシュブリーム［崇高な者 「前科があるか、没落したシュブリーム 、」、 ］」、 」
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おわりに
docteur officier「一章 医者の歴史」では、われわれには珍しい医学博士（ ）と保健士（


























































ベール自身作中でシャルルのことをほとんど「医者 （ ）と呼び、わずかに四」 médecin
個所で「保健士 （ ）という語を使用しているだけである。しかもそ」 officier de santé
のうち免許試験にかかわる個所だけは「保健士」という呼称を使用する必然性を見出
すことができるが、他の三個所についてはその使用についてはさしたる理由も見当た
。 「 」 、らない ちなみに手元にある邦訳では 保健士 に該当する訳語は与えられておらず
杉捷夫訳（ ボヴァリー夫人 『筑摩世界文学大系 フローベール 、昭和 年）『 』、 』45 46
- 57 -
では医師免許試験にかかわる個所に 免許医 その他は 開業医 生島遼一訳 ボ「 」、 「 」、 （『
ヴァリー夫人』新潮文庫、昭和 年）でも前者に「医師 、後者に「医者」という訳40 」
語を充てている。
2 Pierre Darmon, , , pp.219-232.( ) L'homme et les microbes Op. cit.
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ＭＯＴＳ ＭＥＤＩＣＡＵＸ ＤＡＮＳ ＬＥＳ ＳＣＩＥＮＣＥＳ ＨＵＭＡＩＮＥＳ










流産の：堕胎薬abortif a. & n.
＜医＞無為aboulie f.






事故にあった；事故（災害）犠牲者accidenté a. & n.
＜生理＞調節accomodation f.
出産accouchement m.

























＜医＞腺様の、リンパ節様の( アデノイド、adénoïde a. végétation --
腺様増殖症)
＜医＞腺腫adénome m.
＜医＞アデノパシー、腺症（ リンパ節症）adénopathie f. cf. lympadénite





A.D.N.(Acide DésoxyriboNucléique) m. . DNA (cf. ARN)＜生＞
＜生理＞アドレナリン〔副腎の髄質ホルモン〕adrénaline f.
＜医＞［筋］無力症adynamie f.








＜医＞急性の ( )aigu a opp. chronique
＜解＞鼠蹊部 ( 鼠蹊部の)aine f. cf. inguinal a.







＜医＞ーーの；ーー患者albuminurique a. & n.
＜医＞アルカプトン尿症alc[k]aptonurie f.
＜化＞アルデヒド（ フォルムアルデヒド）aldéhyde m. -- formique
アルコール中毒の ーー患者alcoolique a. & n. ；
＜医＞アルコール血症alcoolémie f.
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狂気 、精神異常aliénation f. (= -- mentale)
精神病者aliéné a. & n. 発狂した；






＜医＞ ( )allopathie f. opp. homéopathie逆症療法
ーーの；ーー医allopathe a. & n.
＜医＞脱毛症alopécie f.
＜医＞変質剤、体質改変剤altérant m.
《 》肺胞alvéole m. --s pulmonaires
＜解＞ーーのalvéolaire a.
alvin a. (déjection --e )＜医＞下腹部の 糞尿















＜生＞嫌気性の；ーー細菌anaérobie a. & m.
＜解＞肛門のanal a.
肛門anus m.
＜医＞体力を回復させる；強壮剤analeptique a. & m.
＜医＞無痛覚［症］analgésie f.








ーーの；ーー患者anémique a. & n.
に貧血を起こさせるanémier vt.
局部麻酔 、知覚脱失anesthésie f. (-- régionale )麻酔



















＜医＞食欲不振症、拒食症（ ）anorexie f. opp. boulimie f.
















＜医＞抗炎症性の；ーー薬剤anti-inflammatoire a. & m.
＜化＞アンチモンantimoine m.
antiphlogistique a. & m. = anti-inflammatoire a. & m.＜古医＞
＜精医＞反精神医学antipsychiatrie f.
＜薬＞アンチピリンantipyrine f.
＜医＞解熱の；ーー剤antipyrétique a. & m.
＜医＞抗狂犬病の ( )antirabique a. cf. rage f.
＜医＞ 、防腐［法］antisepsie f. (cf. asepsie, désifection)消毒［法］
＜医＞防腐の、殺菌の；ーー剤antiseptique a. & m.













催淫性の；ーー剤aphrodisiaque a. & m.
＜医＞アフタ〔口腔粘膜の小円形潰瘍〕aphte m.
＜解＞腱膜aponévrose f.
f. (= coup de sang)apoplexie ＜医＞卒中
卒中の；ーー患者apoplectique a. & n.
ーー様のapoplectiforme a.
apothicaire m. (cf. pharmacien)〔古〕薬剤師







＜解＞蜘蛛膜 ( 髄膜)arachnoïde f. cf. méninge
（古代生理学書の説く）生命の元力archée f.
＜解＞乳輪；＜医＞（炎症部の周りの）紅輪aréole f.
＜生＞ （ ）A.R.N.(Acide RiboNuculéique) m. RNA cf. ADN




































＜医＞無力［症］( )asthénie f. opp. hypersténie
ーー症の：ーー症患者asthénique a. & n.
＜医＞喘息asthme m.
ーーの；ーー患者asthmatique a. & n.
蛆asticot m.
うじ
＜医＞収斂性の［皮膚、粘膜に不溶性の皮膜を形成する］；収斂剤、astringent a. & m.
アストリンゼント
＜医＞［運動］失調ataxie f.
運動失調（ 脊髄癆）ataxie locomotrice cf. tabès dorsal








＜医＞萎縮（ ）atrophie f. opp. hypertrophie f.
ーーの；ーー症患者atrophique a. & n.
萎縮させるatrophier










ーーの；ーー患者autistique a. & n.








；梅毒にかかったavarié n. & a. 梅毒患者
出来損ない；〔古〕流産した胎児、月足らずの子avorton m.







[--sil] m. cf. vibrion)bacille ＜生＞ (桿菌、バチルス
ーーのbacillaire a.





















＜生＞桿菌の一種 ( )bâtonnet m. cf. bacille
＜薬＞バルサム剤〔鎮静・鎮痛剤〕baume m.
B.C.G.(Vaccin Billé Calmette et Guérin) m. BCG
みつ口［の人］bec-de-lièvre m.
どもりの；ーーの人bègue a. & n.
＜医＞ ( 悪性の)bénin[bénigne f.] opp. malin良性の
＜化＞ベンゾールbenzol m.





f. (-- noire )bile 胆汁 〔古〕黒胆汁
胆汁の（ 胆石、 胆嚢）biliaire a. calcul -- vésicule(f.) --
ーーの、怒りっぽいbilieux a.


















＜医＞大食症、過食症（ ）boulimie f. opp. anorexie f.











bromure m. (-- de potassium )＜化＞臭化物 臭化カリウム〔鎮静剤〕
＜解＞気管支bronche f.
ーーのbronchique a.
f. (--capillaire )bronchite ＜医＞ 細気管支炎気管支炎
ーーの；ーー患者bronchitique a. & n.
気管支肺炎broncho-pneumonie f.
気管支漏bronchorrhée f.
＜医＞ 〔横根のこと〕bubon m. 横痃
ーーの（ 腺ペスト）bubonique a. peste(f.) --
＜解＞口腔の、口のbuccal a.





ーーの；ーー患者cachectique a. & n.
＜薬＞カプセル；〔話〕錠剤cachet m.
＜解＞ 胸郭cage f. thorachique
血塊( )caillot m. = -- de sang
＜化＞カルシウムcalcium m.
＜化＞カルシウムの、石灰のcalcique a.
石灰質の；石灰岩calcaire a. & m.
















癌性の；癌患者cancéreux a. & n.




毛細血管( )capillaires m.pl. = vaisseaux capillaires
コンドーム( )capote f. = -- anglaise; cf. préservatif











＜解＞噴門 ( .)cardia m. opp. pylore m
「心臓の」cardi[o]-





＜医＞ 、骨瘍carie f. カリエス
カリエスにかからせるcarier vt.
＜医＞駆風（腸内ガス排出）性の；駆風剤carminatif a. & n.
＜解＞頚動脈( )carotide f. & a. = artère carotide
＜医＞腸間膜リンパ腺結核carreau m.
＜解＞軟骨cartilage[-l-] m.














＜医＞便通をよくする；下剤（ ）cathartique[-ti-] a. & m. = évacuant m.
＜医＞カテーテル、消息子cathéter m.
ーー法cathétérisme m.

































charbonneux a. (bactéridie --se )＜医＞ーーにかかった 炭疽菌
シャリテ病院〔パリ、リヨンの慈善病院〕Charité (la)





































コレラの；コレラ患者cholérique a. & n.
胆汁分泌促進の；ーー剤cholérétique a. & m.
＜医＞舞踏病chorée f.
ーーの；ーー患者choréique a. & n.
＜解＞脈絡膜choroïde f.
ｰ ＜医＞花采状軟結節 ( )chou fleur m. cf. condylome m.
＜生＞染色質chromatine f.
ーーの( 減数分裂による)染色質半減)chromatique a. réduction --(
＜生＞染色体chromosome m.
ーーのchromosomique a.




（傷を）治す、癒着させるcicatriser vt. & i.
＜植＞毒人参ciguë f.







































＜解＞ ( 椎骨、 脊柱)colonne vertébrale f. cf.: vertèbre f. épine dorsale f.脊柱
＜医＞昏睡coma m.
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ーーの；ーー患者comateux a. & n.
＜医＞癲癇の；癲癇患者comitial[-si-] a. & n.
癲癇mal comitial




体質( )complexion f. cf. constitution
＜医＞合併症complications f.pl.




＜医＞結石 ( )concrétion f. cf. calcul
コンドーム( )condom[k d ] m. cf. préservatif, capote¥ ¥
＜解＞管 ( )conduit m. cf. canal m./voie f.
コンジローム［湿疣］condylome m.
尖圭コンジローム ( )[陰部の花采状軟結節を生ずるcondylome acuminé cf. crête-de-coq
性病の一種］
＜医＞合着した 、 ＜医＞融合性痘瘡)confluent a. (opp. discret variole --e
＜心＞精神錯乱confusion mentale
精神錯乱のconfusionnel a.












ーーの；ーーした人constipé a. & n.






伝染〔疾病が人の間で伝播すること、< 〕contagion f. , touchercontagio
( )cf. contamination/ infection




感染、汚染〔病原菌などが物体にはいること〕( )contamination f. cf. contagion/infection











痙攣 ( )convulsion f. cf. crampe f./spasme m.
ーー性のconvulsif a.
痙攣を起こすconvulsionnaire a.







＜医＞強心作用のある；強心剤cordial a. & m.
列、＜解＞索cordon
防疫線cordon (m.) sanitaire
＜解＞角膜〔眼球正面の透光体〕( )cornée f. cf. kératite f.
＜化＞レトルト、蒸留器cornue f.
冠状動脈のcoronarien a.










couenne f. (anguine --se )＜医＞（豚皮脂のような）軟膜 偽膜性アンギナ
＜医＞軟膜の、偽膜のcouenneux a.
〔卑〕きんたま（ ）couille f. cf. testicule m.





＜医＞ーーの；ーー患者coxalgique a. & n.
唾、痰crachat m.





＜医＞朦朧状態crépusculaire a. état --







































＜医＞魯鈍の；＜医＞ 、魯鈍débile a. & n. 虚弱な、 精神薄弱者
［精神遅滞分類： 白痴＞ 痴愚＞魯鈍］idiot imbécile
f. = -- mentale)débilité (虚弱 精神薄弱、魯鈍（軽愚）、
＜外科＞（膿瘍などを）切開するdébrider vt.
やせ細ったdécharné a.










＜精医＞変質的な；（先天的な）変質者dégénéré a. & n.
退化するdégénérer vi.















痒い、痒がらせるdémanger vi. & t.
精神異常、＜医、心＞痴呆〔知能の発達後低下するもので、démence f.
先天的な精神遅滞（白痴 など）とは区別する〕idiot









dépistage m. (--précoce )＜医＞［集団］検診 早期発見
（病気を）見つけだすdépister vt.
＜医＞失血déplétion f.
dépôt m. (=abcès m.)＜医＞膿瘍
ゴミ捨て場；屎尿処理場、糞尿溜dépotoir m.
倒錯dépravation f.
倒錯的な；ーー者dépravé a. & n.
意気消沈した；＜医＞抑欝性のdépressif a.
意気消沈、＜医＞鬱病 ( )；（身体部位の）へこみdépression f. = mélancolie f.
＜医＞浄化する；浄化剤dépuratif a. & m.
























＜医＞洗浄［消毒］する；ーー剤［／薬］détersif a. & m.
＜医＞（器官の）異常変形déviation f.









＜医＞発汗促進の；ーー剤diaphorétique a. & n.
発汗［療法］diaphorèse f.








ダイエット、食餌療法( )diète f. = diététique f.









＜医＞利尿の［小便の通じをよくする］；利尿薬diurétique a. & m.










＜医＞赤痢（ 細菌性赤痢）dysenterie f. -- bacillaire























ーーの；ーー病みeczémateur a. & n.
＜医＞脳波EEG(électroencéphalogramme) m.
＜薬＞（薬に）甘味をつけるédulcorer vt.

















＜医＞催吐性の；催吐剤émétique a. & m.





〔古〕いかさま医者、経験頼みの医者( )；いかさまのempirique a. & n. cf. charlatan
＜医＞軟化させる；皮膚軟化薬émollient a. & m.
膏薬、＜医＞硬膏［膏：油薬］emplatre m.
＜医＞粘膜疹 ( 皮疹)énanthème m. cf. exanthème
＜解＞脳、大脳 ( )encéphale m. cf. cerveau, céphale
＜医＞脳炎encéphalite f.
＜医＞脳造影図encéphalogramme m.

















＜医＞（身体器官の）欝血状態 ( )engorgement m. cf. congestion
＜医＞（器官の）閉塞engouement m.




















＜生＞後成、後成説（ ）épigénèse f. opp. préformationnisme m.








＜医＞剔 出 ( )éradication f. cf. extirpation
てきしゅつ
ーーするéradiquer vt.














＜医＞痂皮( )；褥 瘡、床ずれescarre f. cf. croûte
しょくそう
＜医＞（病気が）本態性の（ ）essentiel opp. organique
＜生理＞感覚、知覚esthésie f.
（手足を）不具にするestropier vt.




























＜生＞外発性の、＜医＞外因性の（ ）exogène a. opp. endogène
＜医＞外骨腫、骨軟骨腫exostose f.
＜医＞期待療法expectation f.





＜医＞滲出 ( )exsudation f. cf. épanchement
＜医＞滲出液exsudat m.
＜外科＞（腫瘍などを）剔出するextirper vt.
剔出 ( )extirpation f. cf. éradication
＜医＞（血液などを）溢出、滲出させるextravaser vt.
＜医＞溢出、滲出extravasation f.
















ーー症の；ーー患者fibromateux a. & n.
＜獣医＞（牛馬に生ずる）いぼ、こぶfic m.










＜生＞鞭毛のある； 鞭毛虫類flagellé a. & n. m.pl.







＜医＞真菌性の ( )fongueux a. cf. mycose f.
＜医＞鉗子forceps[-s] m.
ホルマリンformol m.
（ フォルムアルデヒド）formique a. aldéhyde m. --























＜生理＞催乳性の；ーー薬、ガラクトゲンgalactogène a. & m.
＜医＞疥癬gale f.


















ーーの；ーー学génétique a. & f.
「を産む」-gène










































ーーにかかった；ーー患者grippé a. & n.
〔英〕グロッグ［ブランデーまたはラム酒に砂糖、レモンを加えて湯で割った飲物］grog m.
腫れ物grosseur f.











《 》を見よhellébore m. ellébore m.
「血」héma-, hémat[o]-, hémo-
＜生理＞赤血球（ 白血球）hématie[-ti] f. cf. leucocyte m.







＜医＞血友病の；ーー患者hémophile a. & n.




























体液、（＜古医＞四体液： 胆汁、 黒胆汁、humeur f. bile(fiel)f. atrabile f.







ーーの；ーー患者hydrophobe a. & n.
＜医＞水腫hydropisie f.














＜医＞活力亢進 ( 無力症)hypersthénie f. opp. asthénie f.
＜医＞高血圧hypertension f.
＜医＞血圧昂進の；ーー剤hypertensif a. & m.
＜医＞高血圧症の；ーー患者hypertendu a. & n.
＜医＞甲状腺機能昂進［症］hypertyroïde f.
＜医＞肥大（ ）hypertrophie f. opp. atrophie f.
＜医＞催眠性の ( )hypnotique a. cf. somnifère a. & n.

























＜医＞黄疸 ( )ictère m. cf. jaunisse f.
ーーの；ーー患者ictérique a. & n.





＜医＞白痴の；白痴［精神遅滞分類：白痴＞ 痴愚＞idiot a. & n. imbécile
魯鈍（軽愚）］( )débile cf. démence
ーー状態idiotie[-si] f.
＜医＞痴愚の；痴愚［精神遅滞分類： 白痴＞痴愚＞ 魯鈍（軽愚）］imbécile a. & n. idiot débile
痴愚imbécilité f.
〔文〕汚物immondice f.
＜医＞ ［性］immunité f. 免疫















切歯 ( )incisive = dent incisive
＜医＞失禁incontinence f.
＜医＞ーーの；ーーする人incontinent a. & n.
＜医＞共調不能 )incoordination f. (opp. coordination f.









感染［病原菌が体内にはいること )］infection f. (cf.contagion,contamination









＜医＞炎症( )inflammation f. cf. irritation
ーー性の、に関するinflammatoire a.










＜生理、心＞抑制する；ーー剤inhibiteur a. & m.
＜医＞ 、注入injection f. 注射
（薬液を）注射するinjecter vt.
注射器 ( )injecteur m. cf. seringue f.
充血した、注入されたinjecté a.
＜生理＞神経［支配、分布］innervation f.






























軽い炎症 ( )irritation f. cf. inflammation
炎症を起こしやすい、刺激に敏感なirritable a.
過敏irritabilité f.





黄疸 ( )jaunisse f. cf. ictère m.
＜解＞のどの、頸部の；＜解＞頸静脈（ ）jugulaire a. & f. = veine(f.) --
Ｋ



















浣腸 ( )lavement m. cf.clystère m.
便通を促す；緩下剤laxatif a. & m.
検疫所lazaret m.
外人部隊兵（ ＜医＞レギオネローシス）légionnaire m. maladie du --
＜医＞緩和剤の、鎮痛剤の；緩和剤、鎮痛剤lénitif a. & m.
＜医＞癩、ハンセン病lèpre f.

































運動機能 ( )locomotion f. cf. motilité f.
移動運動のlocomotif a.
移動運動のlocomoteur a.










＜生理＞リンパ［液］( )lymphe f. cf. humeur
＜医＞リンパ節炎lymphadénite f.
リンパ液の、無気力の；リンパ体質の人、無気力の人lymphatique a. & n.








マラリア ( )malaria f. cf. paludisme m.















〔古〕薮医者 ( )médicastre m. cf. charlatan
＜解＞骨髄の、脊髄の ( )médullaire a. cf. mœlle f.
＜医＞誇大妄想狂 ( )mégalomanie f. cf. délire de grandeur
ーーの；ーー患者mégalomane a. & n.
＜医＞鬱病 ( )mélancolie f. = dépression f.
ーーの；ーー患者mélancolique a. & n.
＜解、生＞膜membrane f.
＜解＞髄膜、脳脊髄膜［脳と脊髄を包む膜。硬膜( )、méninge f. dure-mère f.


















ation f. 鼓脹météorisme m./météoris
＜医＞子宮［筋層］炎métrite f.
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＜医＞ミトリダテス法；漸増耐毒法mithridatisation f. /mithiridatisme m.
＜古医＞緩通させるminoratif a.
＜解＞骨髄 ( )mœlle f. cf. médullaire a.


















＜生理＞運動機能 ( )motilité f. cf. locomotion





＜解＞子宮膣部museau de tranche m.






ーーの ( )mycosique a. = fongueux
＜医＞脊髄炎myélite f.
＜医＞心筋炎myocardite f.




ーーの；ーー患者mythomane a. & n.
Ｎ































《 》硝酸nitrique a. acide(m.) nitrique
有害な、有毒なnocif a.
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眼科医 ( )ophtalmologiste/ophtalmologue n. cf. oculiste
＜医＞（眼底検査用の）検眼鏡ophtalmoscope m.
阿片opium m.




＜医＞器官の、器質的（ ）organique a. opp. essentiel
＜医＞器質病説［病気の原因に器官の障害を採る説］organicisme m.
＜医＞器官因性の ( )organogénétique a. opp. psychogénétique
＜医＞器官学organologie f.
＜医＞麦粒腫、ものもらいorgelet m.




































ーーの；ーー患者paludéen a. & n.
















＜医＞ーーの；ーー患者paranoïaque a. & n.
＜医＞妄想性のparanoïde a.
＜医＞対麻痺［多くは両側下肢の麻痺］paraplégie f.
寄生虫；寄生するparasite m. & a.
寄生虫のparasitaire a.
パラチフスの；パラチフス（ ）paratyphoïde a. & n. fièvre --
ーーの；ーー患者paratyphique a. & n.
＜医＞不全麻痺［部分的または不完全な麻痺］parésie f.









＜医＞ ］agent pathogène 病原［体

















































《 石炭酸［フェノールの旧称］》phénique a. acide(m.) --
＜化＞フェノールphénol m.












「恐れる」( )-phobie opp. -phile
＜心＞恐怖症phobie f.
＜心＞恐怖症の；ーー患者phobique a. & n.
＜化＞リン酸塩phosphate m.
＜解＞横隔膜の（ 横隔神経）phrénique a. nerf(m.) --
骨相学( )phrénologie f. cf. physiognomonie
〔古〕癆ガイ、肺結核( )phtisie f. cf. tuberculose f.
ーーの；ーー患者( )phtisique a. & n. cf. tuberculeux






＜解＞軟膜( 髄膜)pie-mère f. cf. méninge
＜医＞結石( )pierre f. cf. calcul m.
＜医＞支台pilier m.
















＜生＞マラリア原虫、住血原虫（ ）plasmodium m. = hématozoaire m.
＜医＞形成のplastique a.
＜医＞多血［症］、血液量過多［症］pléthore f.
ーーの；ーー患者pléthorique a. & n.
＜医＞胸膜炎、肋膜炎pleurésie f.




ーーのpneumonique a. & n.
＜医＞気胸［肋膜の一部に空気がたまること］、人工気胸術pneumothorax m.
＜医＞気腹、人工気腹術pneumopéritoine m.
＜古医＞通風( )podagre f. cf. goutte f.
〔話〕いぼpoireau m.
〔古〕胸を冒された；ーー人poitrinaire a. & n.
＜医＞ポリオ、灰白髄炎poliomyélite f.
ーーの；ーー患者poliomyélitique a. & n.
総合病院polyclinique f.











＜医＞包皮炎 ( )posthite f. cf. prépuce




肺( )poumon m. cf. pulmonaire a.


















































＜医＞心身の；心身医学( )psychosomatique a. & n. = médecine --






















（ ）putréfaction f. cf. putrescence f.腐敗
ーーさせるputréfier vt.
腐敗状態putridité f.
腐敗（ ）putrescence f. cf. putréfaction f.
ーーする、ーー性のputrescible a.










咳の発作( )quinte f. = -- de toux
Ｒ
＜医＞狂犬病の（ ）rabique a. cf. rage f.
＜解＞脊柱の ( )rachidien a. = spinal a.
＜医＞佝僂病rachitisme m.

















＜生理＞反射；ーーのréflexe m. & a.
＜医＞反射を起こさせるréflexogène a.
＜医＞再発する（ 回帰熱）récurrant a. fièvre --e
＜医＞屈折réfraction f.
食餌療法( )régime m. cf. diète
月経( )règles f.pl. cf. menstruation




＜医＞弛張性の、間欠性の ( )rémittent a. cf. intermittent
＜医＞弛張性、間欠性 ( )rémittence f. cf. intemittence f.
＜解＞腎臓の ( )rénal a. cf. rein m.
＜生＞（培養菌の）二次培養（ ）repiquage m. cf. culture f.






＜医＞（腫れ物を）散らす；消散剤résolutif a. & m.
核磁気共鳴résonance f. magnétique nucléaire
＜医＞（腫瘍などを）吸収するrésorber vt.
＜化、薬＞遅効性retard m.





































卒中( )coup de sang = apoplexie
血のsanguin a. & n.
血を好むsanguinaire a.















＜精医＞精神分裂病( )schizophrénie[ski-] f. cf. paranoïa
ーーの；ーー患者schizophrénique/schizophrène a. & n.
＜解＞坐骨の； ＜解＞坐骨神経、 ＜医＞坐骨神経痛sciatique[sja-] a. & n. m. f.
＜医＞硬化症sclérose f.
＜医＞壊血病scorbut m.
＜医＞腺病、 〔古〕瘰癧scrofule f. pl.
腺病［質］の、瘰癧の；ーー患者scrofuleux a. & n.
＜解＞陰嚢scrotum m.
分泌作用、分泌物sécrétion f.
＜医＞ ；鎮静剤 ( )sédatif a. & m. cf. analgésique a. & n.鎮静の
隔離ségrégation f.
〔古〕精液 ( )semence f. cf. sperme m.





感染性の、＜医＞敗血症の( コレラ菌)septique a. vibrion --
後遺症séquelle f.
注射器seringue f.



















夢遊病者；ーーのsomnambule[-mn-] n. & a.
夢遊病somnambulisme m.




催眠の；催［睡］眠剤 ( )soporifique a. & n. cf. hypnotique a./somnifère a. & n.
＜生＞菌株（ ）souche f. = -- microbienne
ソーダ；＜薬＞ナトリウム［化学用語としては《 》］soude f. sodium m.
苛性ソーダsoude caustique
＜化＞硫黄soufre m.
耳の聞こえない；ーー人( )sourd a. & n. cf. surdité
＜解＞鎖骨下のsous-clavier a.
＜解、医＞皮下のsous-cutané a.





















＜生理＞強壮（ ）sthénie f. opp. asthénie f.
傷痕、＜医＞（ヒステリーなどの）兆候stigmate m.
＜医＞（肌に）傷痕を残すstigmatiser vt.









＜医＞麻痺させる；麻酔薬、麻薬stupéfiant a. & m.
＜医＞昏迷［外界の認知能力欠如。無意識状態に匹敵］stupeur f.
ーーのstuporeux/stuporal a.
＜医＞収斂性の( )styptique a. = astringent a.
＜医＞亜急性の ( )subaigu(ë) a. cf. aigu





発汗を促す；発汗療法sudorifique a. & m.











《 》硫酸sulfurique a. acide --
（傷などが）化膿する、膿を出すsuppurer vi.
化膿suppuration f.
聾 ( )surdité f. cf. sourd a. & n.
＜医＞二次感染surinfection f.



























ーーの；ーー患者tabétique a. & n.
＜医＞臨床像tableau (m.) clinique
＜医＞脈拍、頻脈tachycardie[-ki-] f.





白癬にかかった；ーー人teigneux a. & n.
＜薬＞チンキ剤（ ヨードチンキ）teinture f. -- d'iode















テタニーの( )、破傷風の( )；ーー患者tétanique a. & n. <tétanie <tétanos
（筋を）強縮させるtétaniser vt.
テタニー ( )tétanisme m. = tétanie
＜医＞破傷風( )tétanos m. cf. tétanique a. & n.
＜薬＞テトラサイクリン［抗生物質］tétracycline f.
＜医＞四肢麻痺tétraplégie f.















煎じ薬 ( )tisane f. cf. décoction f./infusion f.
＜医＞（薬品などに対する）耐性tolérance f.
；強壮剤tonique a. & m. 活力を与える
＜医＞通風結節tophus[-fys] m.





；毒物toxique a. & m. 有毒な
毒性toxicité f.
毒物学toxicologie f.
＜医＞麻薬中毒の；ーー患者toxicomane a. & n.
＜医＞麻薬常用癖toxicomanie f.











































＜解＞膜、皮膜 ( )tunique f. cf. membrane f.
＜医＞膨満［状態］turgescence f.
＜解＞鼓室、中耳、鼓膜tympan m.
＜医＞［腸］チフス性の；［腸］ ( )typhoïde a. & f. = f.チフス ｰｰfièvre
［腸］チフスのtyphoïdique a.
＜医＞発疹チフス( )typhus[-fys] m. = -- exanthématique




































＜古医＞悪気［体液から発散して気鬱ぎの原因とされた］； 気鬱ぎvapeur f. pl.
き ふ さ
＜医＞静脈瘤varice f.













s f.pl. 性病性疣腫végétations vénérienne
＜解＞静脈 ( )veine f. opp. artère f.











＜薬＞駆虫の；駆虫剤vermifuge a. & m.
〔集合〕害虫［蚤、虱などの体外寄生虫］vermine f.
＜医＞寄生虫によるvermineux a.
〔俗〕梅毒、かさ( ； )vérole f. = grande vérole cf. syphilis f.
梅毒にかかった；梅毒病みvérolé a. & n.
梅毒のvérolique a.







〔古文〕精神錯乱 ( )vésanie f. cf. aliénation
＜解＞膀胱の ( )vésical a. cf. vessie f.
＜医＞発疱vésication f.
ーー作用のある；ーー薬、ーー疹vésicatoire a. & m.
＜医＞（皮膚の）小水胞（ 胆嚢）vésicule f. -- biliaire
＜医＞肺胞の、胆嚢のvésiculaire a.
膀胱 ( )vessie f. cf. vésical a.
獣医vétérinaire n.
＜生、医＞ビブリオ［桿状菌のひとつ］vibrion m.
コレラ菌（ コンマ菌［コレラ菌］）vibrion cholérique cf. bacille(m.) virugule
〔文〕（血液などの）汚濁viciation f.












＜解＞管、＊＊道 ( )voie f. cf. canal m./conduit m.
＜解＞軟口蓋voile m. du palais
＜医＞吐剤vomitif m.







＜化＞キシロル［キシレン（ ）の商品名］xylol m. xylène m.
Ｚ
＜化＞亜鉛zinc[-g] m.
＜医＞帯状疱疹、帯状ヘルペス ( )zona m. cf. herpès m.
